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2023年３月期 通期連結業績予想値と実績値との差異並びに 

個別決算における前事業年度の実績値との差異に関するお知らせ 
 

 

当社は、2022年４月 27 日に公表しました 2023年３月期（2022年４月１日～2023年３月 31日）の連結業績

予想値と実績値との間に差異が生じましたのでお知らせいたします。また、当社は個別業績予想を開示しており

ませんが、個別決算における当事業年度の実績値が前事業年度の実績値から一定以上変動いたしましたので併せ

てお知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期連結業績予想値と実績値との差異 

（2022年４月１日～2023 年３月31 日）  

 
連結売上高 

（百万円） 

連結営業利益 

（百万円） 

連結経常利益 

（百万円） 

親会社株主に帰属する

当期純利益（百万円） 

１株当たり連結 

当期純利益（円） 

前回発表予想（Ａ） 13,590 2,080 2,070 1,320 53.08 

今回実績（Ｂ） 12,501 1,663 1,652 873 35.11 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,089 △417 △418 △447  

増減率（％） △8.0 △20.0 △20.1 △33.9  

（ご参考） 

前期実績（2022年３月期） 
12,409 2,054 2,052 1,309 52.66 

 

売上高につきましては、当期において、当社主要顧客の一部の製薬メーカーにWEB講演会等イベント実施の絞

り込みや、WEB、映像等情報提供用コンテンツ制作の鈍化がみられました。製薬メーカーについては、前年実績

を上回る顧客も確保でき、メディア企業を主要顧客とするOTT領域や一般の事業会社を主要顧客とする金融その

他業種のEVC領域での実績は底堅く推移しましたが、取引額の大きい顧客の販促活動抑制が大きく影響し、全般

としては想定を下回る結果となりました。 

営業利益、経常利益につきましては、売上高の不足により、サービス開発推進に伴う業務委託費用支出や、

システム開発系の売上が増加したことに伴う外注費増、開発体制充実のための従業員増に伴う労務費の増加等を

吸収するに至らず、想定を下回る結果となりました。親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、第４四

半期連結会計期間において、当社グループが保有する「投資有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価

が著しく下落し、その回復の見込みがないと判断したものについて、減損処理による投資有価証券評価損205百

万円を特別損失に計上しました結果、業績予想数値を大きく下回る結果となりました。 

 

なお、配当予想につきましては、本日発表しております2023年３月期決算短信に記載の通り、期初予想の１

株当たり16円の実施から変更しておりません。 



 
２．個別決算における前事業年度の実績値と当事業年度の実績値との差異 

（2022年４月１日～2023 年３月31 日） 

 
売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 
当期純利益（百万円） 

１株当たり 

当期純利益（円） 

前事業年度実績（Ａ） 9,180 1,464 1,517 1,054 42.41 

当事業年度実績（Ｂ） 9,172 1,076 1,203 702 28.23 

増減額（Ｂ－Ａ） △8 △388 △314 △352  

増減率（％） △0.1 △26.5 △20.7 △33.4  

 

売上高につきましては、当期において、当社主要顧客の一部の製薬メーカーにWEB講演会等イベント実施の絞

り込みや、WEB、映像等情報提供用コンテンツ制作の鈍化がみられました。製薬メーカーについては、前年実績

を上回る顧客も確保でき、メディア企業を主要顧客とするOTT領域や一般の事業会社を主要顧客とする金融その

他業種のEVC領域での実績は底堅く推移しましたが、取引額の大きい顧客の販促活動抑制が大きく影響し、全般

としては前年を僅かに下回る結果となりました 

営業利益、経常利益につきましては、サービス開発推進に伴う業務委託費用支出や、システム開発系の売上

が増加したことに伴う外注費増、開発体制充実のための従業員増に伴う労務費の増加等の影響から、想定を下回

る結果となりました。当期純利益につきましては、第４四半期会計期間において、当社が保有する「投資有価証

券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復の見込みがないと判断したものについて、

減損処理による投資有価証券評価損205百万円を特別損失に計上しました結果、前年を大きく下回る結果となり

ました。 

 

以上 

 

 

 


